


研究要旨 母親の勤務形態と小学 1 年生の脚高との関連を明らかにするためコホート研究

を行った。1992 年の富山スタディ調査で田 1(体重㎏/身長 2m)が 90 パーセンタイル未満の

3 歳児を対象とした。これらの児の中で 1995 年の第2 回富山スタディ調査(小学1 年生)時

点で、BMI が 90 パーセンタイル以上を肥満児とした。母親が専業主婦である児に比べ、母

親が常勤である児の肥満リスクは、相対危険度=1.5(95 蜘 1:1.lH.92)と有意な関連がみら

れた。また、この期間に専業主婦から常勤に変わった母親を持つ児は、専業主婦を継続し

ている母親の児に比べ、肥満リスクが 1.9(1.05-3.15)と有意な関連がみられ、常勤が肥満

のリスクファクターであることが示唆された。 


